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言
葉
で
伝
え
る
大
切
さ

こ
の
度
、
2
6
年
振
り
に
母
校
に

戻
り
、
縁
が
あ
っ
て
P
T
A
会
長

を
務
め
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま

し
た
。
一
年
間
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
ま
た
、
P
T
A
会
員
の

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
P
T
A
活
動

等
に
ご
参
加
、
ご
協
力
頂
き
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
ネ
ッ
ト
ツ
ー
ル
は
必
需

品
と
な
り
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い

時
代
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
様
々

な
S
N
S
等
の
問
題
も
あ
り
ま
す

が
、
親
と
し
て
子
供
と
一
緒
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
に

つ
い
て
話
を
す
る
機
会
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

「
凡
事
徹
底
」
と
は
、
平
凡
で

誰
に
で
も
で
き
る
当
た
り
前
の
こ

と
に
誰
も
ま
ね
で
き
な
い
ぐ
ら
い

徹
底
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

今
年
度
本
校
で
は
、
全
校
生
に

「
始
め
か
ら
難
し
い
こ
と
に
取
り

組
む
の
で
は
な
く
、
平
凡
で
誰
に

で
も
で
き
る
当
た
り
前
の
こ
と
で

あ
る

『
掃
除
』
と

『
挨
拶
』

に
徹

底
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
自
分

自
身
を
高
め
て
欲
し
い
。
」
と
い

う
話
を
し
ま
し
た
。
こ
の
『
清
掃
』

と

『
挨
拶
』

の
二
つ
の
こ
と
に
、

山
二
中
生
全
員
が
心
を
一
つ
に
し

校
長

高
橋

政
吉

て
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
で
明
る
い

挨
拶
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
で
「
心
の

交
流
」
が
生
ま
れ
、
学
校
の
清
掃
の

時
間
だ
け
で
な
く
、
日
頃
の
ゴ
ミ
拾

い
や
地
域
で
の
清
掃
作
業
な
ど
の

奉
仕
活
動
を
積
極
的
に
行
う
こ
と

で
「
心
が
磨
か
れ
る
」
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
生
徒
だ
け
で
な
く
、
教

職
員
も
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、
保
護
者
の
方
、

地
域
の
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

P
丁
A
会
長

佐
藤

隆
幸

『
1
日
1
話
』

が
大
切
で
す
が
、

子
供
の
学
校
生
活
を
単
に
聞
く
だ

け
で
な
く
、
愚
痴
や
相
談
事
を
聞

き
不
安
に
対
す
る
助
言
を
す
る
事

が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
や
り
取
り
が
子

供
と
の
距
離
を
縮
め
、
良
好
な
家

庭
環
境
を
築
く
事
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
供
達
が
楽
し
い
学
校
生
活
を

送
る
為
に
は
、
ま
ず
は
子
供
を
知

る
事
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
親

目
線
で
な
く
、
子
供
目
線
で
接
し

て
い
く
事
を
ぜ
ひ
実
践
し
て
参
り

ま
し
ょ
ゝ
つ
。

母
親
委
員
会

母
親
委
員
長

市
川

祐
子

連
日
の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ス
で
流

れ
る
子
供
を
巻
き
込
ん
だ
事
故
や

事
件
…
…
思
春
期
の
悩
め
る
中
学

生
が
健
や
か
に
大
人
へ
の
階
段
を

登
っ
て
い
け
る
社
会
と
は
ど
う

い
っ
た
も
の
な
の
か
、
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
日
々
で
す
。

母
親
委
員
会
で
は
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
や
各
学
校
行
事
で
の
協
力
と

共
に
、
市
P
T
A
母
親
委
員
会
で

の
情
報
も
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

よ
り
多
く
の
意
見
を
参
考
に
、
よ

り
良
い
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

保

体

部

保
体
部
長

佐
藤

幸
宏

令
和
元
年
、
こ
の
新
し
い
年
を

迎
え
、
今
ま
で
の
二
中
の
伝
統
を

守
り
つ
つ
、
新
し
い
時
代
の
流
れ
に

我
々
保
体
部
も
変
化
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

今
ま
で
の
良
き
物
を
残
し
、
新

し
い
活
動
ま
た
は
、
子
供
達
、
学

校
の
た
め
に
な
る
活
動
を
考
え

て
、
こ
の
一
年
間
、
有
意
義
な
年

に
し
た
い
。

環
境
美
化
部

環
境
美
化
部
長

森
谷

理
歌

今
年
度
、
環
境
美
化
部
長
を
務

め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

環
境
美
化
部
の
活
動
で
は
、
校

内
の
草
取
り
、
花
の
植
栽
の
年
2

回
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
校

内
の
草
取
り
で
は
環
境
美
化
委
員

以
外
の
保
護
者
の
方
か
ら
も
多
数

ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
、
楽
し
く

作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
子
供

達
が
笑
顔
で
気
持
ち
よ
く
学
校
生

活
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
環
境
を
整

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

年
間
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

社

会

部

社
会
部
長

恒
偲

正
明

日
頃
、
社
会
部
の
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
社
会
部
で

は
、
生
徒
の
校
外
生
活
の
指
導
、

地
域
の
安
全
活
動
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
夕
方
に
車
を

使
用
し
て
の
巡
視
活
動
を
行
い
ま

す
。
生
徒
下
校
時
の
マ
ナ
ー
だ
け

で
な
く
、
不
審
者
の
出
没
等
も
心

配
さ
れ
ま
す
。
生
徒
ま
た
は
そ
の

周
り
の
方
が
楽
し
く
安
心
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

文

化

部

文
化
部
長

大
木

秀
夫

文
化
部
は
、
P
T
A
会
報
『
二

中
だ
よ
り
』
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
か
ら
は
、
年
二
回
の

発
行
と
し
ま
す
。
一
回
目
は
、
新

P
T
A
会
長
及
び
各
部
長
、
学
年

委
員
長
か
ら
の
抱
負
と
校
長
先
生

の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
新
た

に
、
教
職
員
全
員
の
写
真
と
お
名

前
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

修
学
旅
行
の
日
程
や
山
形
市
中
総

体
の
様
子
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

情
報
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
独
自
で
発
行
し
て

お
り
ま
し
た
。
『
は
は
お
や
通
信
』

を
一
緒
に
発
行
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

皆
様
か
ら
愛
さ
れ
る

『
二
中
だ

よ
り
』

に
な
る
よ
う
に
文
化
部
一

同
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
学
年
委
員
会

一
学
年
委
員
長

高
橋

勝
人

期
待
と
不
安
を
胸
に
ス
タ
ー
ト

し
た
中
学
校
生
活
!
今
で
は
生
徒

会
活
動
や
部
活
動
な
ど
も
本
格

的
に
な
り
、
今
後
の
子
供
達
の
活

躍
が
楽
し
み
で
す
。
そ
ん
な
子
供

達
が
充
実
し
安
心
し
た
生
活
を
送

る
為
に
も
、
保
護
者
同
士
、
先
生

方
や
地
域
の
方
々
と
の
連
携
が
大

切
で
す
。
そ
し
て
我
々
保
護
者
は

子
供
達
に
と
っ
て
最
強
の
サ
ポ
ー

タ
ー
で
あ
り
ま
し
ょ
う
!
今
年
度

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

二
学
年
委
員
会

二
学
年
委
員
長

鈴
木

慎
一

二
学
年
は
ク
ラ
ス
替
え
と
と
も

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
子
供
達

に
は
新
し
い
ク
ラ
ス
に
早
く
馴
染

ん
で
ほ
し
い
と
願
う
と
同
時
に
、

我
々
保
護
者
も
結
び
つ
き
を
深
め

る
べ
く
学
年
全
体
に
呼
び
か
け
、

5
月
に
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
3
学
年
に
な
れ
ば
、
受
験
激

励
会
で
の
餅
つ
き
や
卒
業
謝
恩
会

と
い
っ
た
多
く
の
保
護
者
の
力
を

必
要
と
す
る
行
事
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
懇
親
の
場
を
設
け
保
護
者

同
士
の
結
び
つ
き
を
深
め
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

三
学
年
委
員
会

三
学
年
委
員
長

和
田

裕
樹

今
年
5
月
、
元
号
が
令
和
に
か

わ
り
ま
し
た
。
令
和
に
は

『
人
々

が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
文

化
が
生
ま
れ
育
つ
』
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

新
し
い
時
代
に
、
子
供
達
が
夢
の

現
実
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
す
る
こ
と
で
、
身
体
や
精

神
の
成
長
に
つ
な
げ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
今
年
度
も
保
護
者
の

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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晶経済田圃屍田園
1
列
目
(
右
か
ら
)

堀
川

明
教
務
主
任

小
関

英
嗣
教
頭

高
橋

政
吉
校
長

高
橋
か
お
る
教
頭

2
列
目

(
右
か
ら
)

佐
々
木
美
由
紀
事
務
・
図
書
補
助

飛
塚

理
京
生
徒
指
導
主
事

鈴
木
ま
り
子
県
中
体
連
事
務
局
員

ケ
ラ
・
デ
ィ
ジ
ュ
ー
リ
オ
A
」
丁

田
中

眞
弓
市
特
別
支
援
指
導
員

3
列
目
(
右
か
ら
)

林
谷

佳
典
副
教
務
主
任
・
庶
務
主
任

山
川

洋
子
給
食
補
助

須
藤

奈
美
主
事

荒
井

浩
一
技
能
主
査

斎
藤

吉
弘
初
任
者
拠
点
校
指
導

佐
藤

美
紀
養
護
教
諭

林
部

舞
子
市
教
育
相
談
員

春
田
真
喜
子
技
能
主
任

佐
藤

京
子
部
活
動
指
導
員

前
列
(
右
か
ら
)

荒
井

陽
子
副
主
任

菅
野

明
子
学
年
主
任

高
橋

紅
音
3
組
担
任

田
中

洋
子
通
級
教
室
担
当

後
列
(
右
か
ら
)

林

久
義
4
組
担
任

伊
藤

重
和
1
組
担
任

高
橋

拓
2
組
担
任

前
列
(
右
か
ら
)

開

幕
与
組
担
任

多
田

祐
一
学
年
主
任

後
藤

貴
子
1
組
担
任
・
副
主
任

栗
山

洋
美
2
組
担
任

後
列
(
右
か
ら
)

伊
藤

駿
副
担
任

鈴
木

伸
治
ポ
プ
ラ
2
組
担
任

伊
藤

慎
亮
4
組
担
任

深
瀬

慶
大
3
組
担
任

調圏
前
列
(
右
か
ら
)

高
橋

美
穂
ポ
プ
ラ
1
組
担
任

佐
藤

尚
子
1
組
担
任

阿
部

文
香
2
組
担
任

矢
口

雅
子
3
組
担
任

後
列
(
右
か
ら
)

菅
野
由
佳
里
学
年
主
任

田
中

丈
久
与
組
担
任
・
副
主
任

伊
藤

大
地
4
組
担
任

矢
野

伸
治
副
担
任

高
田
一
誠
副
担
任

膣
‾“

昌’“赫
-

5月15日(水) 5月16目(木) 5月17日(金)

学校集合 起床 起床

学校出発 朝食(バイキング) 朝食(バイキング)

仙台新発 ホテル出発 ホテル出発

クラス別研修
*羽田空港

一日本未来科学館

奪湯島天神

一東京タワー

ー浅草

*東京タワー

ー水上バスツアー

春アクアパ」ク品川

一皇居

昼食(各クラス)

上野駅集合

上野新発

東北新幹線

やまびこ143号

仙台駅着

方面別バス乗車

解散

東
京
班
別
自
主
研
修

Disneγしand

夕食(各班)

TD」ステーション

前集合

舞浜新発

国際展示場新着

ホテルサンルート

有明着

東北新幹線

やまびこ210号

東京新発

」 R横須賀線

鎌倉駅着

鎌倉鵬脚修
鎌倉駅発

横浜中華街

「同畷会館」集合

夕食(中華料理)

大井町駅

大井町
キャッツシアター

細面四手
「キャッツ」観劇

ホテルサンルート

有明着
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女
子
駅
伝
部
保
護
者

武
田

敬
子

ヶ
棒
を
つ
な
ぐ
心
は
ひ
と
つ
ク

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
昨
年
の
u
月
か

ら
走
り
始
め
て
5
カ
月
。

大
会
直
前
の
エ
ン
ト
リ
ー
変
更

も
あ
り
ま
し
た
が
、
当
日
は
3
年

生
1
名
、
2
年
生
4
名
の
メ
ン

バ
ー
で
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

チ
ー
ム
で
戦
う
以
上
、
個
人
の

目
標
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
お
互

い
を
刺
激
し
練
習
を
積
む
こ
と
で

枇
-
」
泳
-
-
ヰ
歯
音
薯

水
泳
部
保
護
者
会
長

鈴
木

義
幸

今
年
の
水
泳
部
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
「
超
泳
」
。
顧
問
の
荒
井
先
生

の
御
指
導
の
も
と
、
自
分
自
身
の

泳
ぎ
の
記
録
を
超
え
る
と
い
う
目

標
の
中
、
今
年
の
中
総
体
は
男
子

総
合
2
位
、
県
大
会
出
場
男
女
8

名
と
い
う
成
績
を
残
す
事
が
出

来
ま
し
た
。
今
年
は
男
女
共
に

リ
レ
ー
に
出
場
す
る
事
も
で
き
、

個
々
で
も
、
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
更

新
す
る
子
供
達
の
姿
も
見
ら
れ
ま

個
人
戦
で
4
名
が
県
大
会
出
場
と

な
り
ま
し
た
。

仲
間
達
の
熱
い
応
援
。
共
に
喜

び
涙
す
る
保
護
者
。
冷
静
に
ご
指

導
下
さ
っ
た
先
生
・
コ
ー
チ
。
感

謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、
県
大
会
で

も
清
々
し
い
プ
レ
ー
を
期
待
し
て

今
後
の
学

校
生
活
の

糧
に
し
て

い
っ
て
ほ

し
い
と
思

い
ま
す
。

団
結
は
深
ま

り
、
そ
れ
が
結

果
6
位
入
賞
に

繋
が
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

今
年
の
2
年

生
は
有
力
な
選

手
が
多
い
の
で

来
年
は
上
位
入

賞
目
指
し
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ

ヽ
●

〇

〇
∨

醗露翳薗擬
し
た
。

こ
の
中
総
体

の
経
験
を
水
泳

は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
こ
れ
か

ら
の
生
活
に
活

か
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま

す
。
感
動
を
あ

り
が
と
う
。

い
ま
す
。

最
後
に
、
入

部
以
降
常
に

主
体
的
に
支

え
合
っ
た
保

護
者
の
方
々

と
の
出
会
い

に
心
を
込
め

て
感
謝
!

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
保
護
者
会
畏

小
笠
原
真
紀

3
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
中

体
連
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、
ど

の
選
手
も
一
点
を
争
う
気
迫
の
プ

レ
ー
で
戦
い
抜
き
ま
し
た
。
結
果

な
き
な
た
豊

な
き
な
た
部
保
護
者
会
長

峯
田

礼
子

山
形
市
中
総
体
で
は
な
ぎ
な
た

部
は
、
演
技
の
部
で
準
優
勝
と
な

り
、
来
る
7
月
2
7
日
、
2
8
日
と
福

井
県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
出
場

が
決
定
し
ま
し
た
。
団
体
戦
は
残

念
な
が
ら
敗
退
し
ま
し
た
が
、
個

人
戦
で
は
1
名
が
3
位
と
い
う
成

績
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

一
人
で
は
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
こ
と
も
、
み
ん
な
が

い
た
か
ら
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出

来
た
こ
と
、
み
ん
な
か
ら
支
え
て

も
ら
っ
た
こ
と
に
感
謝
を
忘
れ
ず
、

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
都
債
蘭
書
会
長

竹
田
美
紀
子

五
中
戦
は
二
中
ペ
ー
ス
で
進
み

仲
間
と
の
チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
出
せ

ま
し
た
。
8
5
対
3
8
快
勝
。
六
中
戦

前
半
、
皆
走
っ
て
良
い
プ
レ
ー
が

出
せ
ま
し
た
。
後
半
は
最
後
ま
で

精
一
杯
戦
え
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
9
 
1
対
5
9
敗
北
。

あ
っ
と
い
う
間
の
中
体
連
。
三

年
間
苦
楽
を
共
に
し
た
仲
間
と
一

緒
に
成
長
で
き
た
事
は
本
当
に
大

き
な
財
産
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

準
々
決
勝
で
金
井
中
に
惜
敗
。
ベ

ス
ト
8
に
終
わ
り
ま
し
た
。
ボ
ー

ル
が
コ
ー
ト
に
落
ち
る
ま
で
、
生

徒
達
は
一
生
懸
命
ボ
ー
ル
を
追
い

か
け
ま
し
た
。
最
後
ま
で
勝
利
を

諦
め
な
い
姿
に
、
保
護
者
は
感
動

し
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。
部
活
動

で
の
経
験
を
今
後
の
進
路
に
活
か

し
、
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
成
長

す
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
支
え
て
頂

い
た
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
更
な
二

る
成
長
が
楽
し

み
で
す
。
最
後

に
、
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
方
、

保
護
者
の
皆
様
、

本
当
に
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

寡

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
都
債
穫
書
会
長

村
山

真
一

4
月
に
顧
問
の
先
生
が
変
わ

り
、
新
体
制
で
臨
ん
だ
市
中
総
体
。

ラ
イ
バ
ル
の
高
楯
中
に
勝
利
し
、

緯
捺
唾
註

子
ど
も
た
ち
の
精
悍
な
横
顔
が
ま

ぶ
し
く
感
じ
ら
れ
る
盛
夏
、
令
和
元

年
の
P
T
A
二
中
だ
よ
り
を
お
届
け

す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
中
学
校

時
代
は
あ
っ
と
い

う
間
。
ど
の
よ
う
・

な
軌
跡
を
描
き
、

巣
立
っ
て
い
く
の

か
、
知
る
一
助
と

な
れ
ば
幸
い
で

す
。
今
年
度
二
中

は
、
山
形
市
P
T

会
の
幹
事
校
と
い

蘭顕篭

う
こ
と
で
、
繁
忙
の
合
間
を
ぬ
っ
て

ご
協
力
い
た
だ
い
た
役
員
の
皆
様
、

そ
し
て
寄
稿
い
た
だ
い
た
保
護
者
の

皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

文
化
部
副
部
長

丹
野

寛
子


